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バ
タ
ヴ
ィ
ア
華
僑
の
徴
税
請
負
制
度
に
つ
い
て

中

村

孝

士
心

オ
ラ
ン
タ
東
イ
ン
ド
禽
祉
が
貿
易
禽
祉
か
ら
除
々
に
政
治
国
践
に
饗
貌
す
る
に
つ
れ
て
、
牧
入
の
源
泉
は
貿
易
の
利
潤
か
ら
貢
税
に
移
行
し

て
行
っ
た
。
そ
の
過
渡
期
と
も
見
ら
れ
る
十
七
世
紀
中
葉
以
後
は
、
領
土
に
非
る
地
域
か
ら
は
存
在
す
る
封
建
勢
力
と
協
約
を
結
び
、

い
わ
ゆ
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る
強
制
供
出
(
〈
R
Z
n
z
-
2
m
Eロ
丘
町
ロ
)
と
割
嘗
制
〈

(
U
O
E
E
m
m
E
)
に
よ
る
自
然
物
の
出
荷
を
強
要
し
、

ま
た
既
に
獲
得
し
た
領
地
か

ら
は
金
納
を
原
則
と
す
る
徴
税
を
行

っ
た
。
十
七
世
紀
初
め
、

オ
ラ
ン
、タ
人
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
渡
来
し
た
嘗
初
、
舎
祉
の
領
土
は
バ
タ
ヴ
ィ

ア
ン
ボ
ン
等
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
税
の
占
め
る
位
置
は
比
較
的
軽
か

っ
た
が
、
中
葉
以
後
に
な
る
と
貿
易
利
潤

の
減
少
と
は
反
割
に
中
部
ジ
ャ
ワ
の
海
岸
か
ら
奥
地
地
域
を
領
有
す
る
に
至
り
領
土
の
旗
大
に
伴
っ
て
貢
税
の
意
味
も
塗
次
増
加
し
た
。
し
か

ア

(
ジ
ャ
カ
ル
タ
)
周
溢
、

し
何
れ
の
場
合
で
も
、
徴
税
の
業
務
を
捨
自
首
し
た
者
は
首
時
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
僑
寓
し
て
い
た
中
園
人
で
あ
っ
た
。
曾
枇
領
地
の
場
合
、
始
め

は
多
ぐ
十
分
一
税
を
中
心
と
す
る
税
の
徴
牧
を
有
力
中
園
人
に
賦
興
す
る
任
命
制
が
と
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
は
除
々
に
請
負
制
度
に
饗

っ
て
行
き
、
公
開
入
札
で
徴
税
請
負
者
を
決
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
行
っ
た
が
、
税
の
内
容
も
職
出
入
税
請
負
、
市
場
請
負
、
重
要
産
物
の
猫

占
販
貰
、
濁
占
通
交
権
、
居
住
(
人
頭
)
税
等
々
に
増
え
て
行
っ

た
。
こ
の
情
勢
は
、
曾
社
も
末
期
に
近
く
な
る
と
牧
奪
の
封
象
と
な
る
も
の
す

べ
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
鏑
大
さ
れ
、
市
街
地
以
外
の
村
落
で
は
金
銭
に
快
乏
し
た
レ
ヘ
ン
ト
(
原
住
民
理
事
官
)
に
よ
っ
て
村
落
が

い
わ
ゆ
る
村
落
請
負
の
形
態
を
と
る
に
い
た
っ
た
。
村
落
民
の
経
済
的
自
由
は
完
全
に
請
負
者
に
握
ら
れ
、
恰
も
封
建
領
主
の

貸
付
け
ら
れ
、



如
き
存
在
と
な
っ
た
こ
れ
ら
請
負
者
か
ら
、
搾
れ
る
だ
け
搾
り
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
の
場
合
も
請
負
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
の
は
、
嘗
時
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
在
留
し
た
中
園
人
日
華
僑
で
あ
っ
た
。
後
年
、
舎
祉
末
期
の
ジ
ャ
ワ
の
情
況
を
停
え
た
ホ
l
ヘ
ン
ド
ル
プ
ロ
町
W

4

8

出

omgE

は
、
中
園
人
は
商
業
を
は
じ
め
、
手
工
業
、
栽
培
業
(
野
菜
、
甘
煎
)
に
従
事
し
、
曾
位
領
、
土
侯
領
の
雨
者
で
あ
ら
ゆ
る
徴
税
の
請

向
山

O
H℃

負
を
濁
占
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
内
外
貿
易
の
主
人
公
に
な
り
お
お
せ
た
。

し
か
も
か
れ
ら
は
賄
賂
を
用
い
て
種
々
な
負
措
を
菟
れ
、
か
く
て
か

①
 

れ
の
財
産
は
全
ヨ

l
ロ
ザ
パ
人
の
そ
れ
の
十
倍
に
も
達
し
て
全
ジ
ャ
ワ
の
所
有
者
に
な
り
お
お
せ
た
と
の
意
味
を
述
べ
た
が
、
ラ
ヅ
フ
ル
ズ
も

ま
た
こ
の
間
の
事
情
を
述
べ
て
「
中
園
人
は
殆
ん
ど
最
初
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
人
の
代
理
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
特
に
ジ
ャ
ワ
で
は
F

中
園
人
は
オ

ラ
γ
ダ
人
か
ら
徴
税
請
負
と
政
府
契
約
の
全
面
的
濁
占
擢
を
得
た
。
多
く
の
極
要
な
地
位
に
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
一
族
は
、
契
約
や
投
機
に
よ

っ
て
中
園
人
と
親
密
な
関
係
を
保
ち
、
全
地
域
は
何
名
か
の
中
園
人
に
永
久
に
買
ら
れ
た
。
か
く
て
そ
の
莫
大
な
住
民
は
不
時
の
金
子
調
達
の

@
 

た
め
に
中
園
人
の
冷
酷
な
匪
迫
を
蒙
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
云
っ
て
い
る
。
し
か
も
中
園
人
側
か
ら
す
れ
ば
こ
の
請
負
制
度
に
よ
っ

て
か
れ
ら
の
経
済
的
優
位
は
ま
す
ま
す
揺
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
た
と
云
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
こ
の
徴
税
請
負
制
度
中
、
阿
片
買
買
、
酒
造
、
屠

殺
、
中
園
煙
草
、
賭
博
、
演
戯
(
ワ
ヤ
ン
)
兎
許
等
若
干
の
も
の
は
、
東
イ
ソ
ド
曾
社
解
散
後
の
十
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
普
通
税
法
に
よ

@
 

る
も
の
と
相
な
ら
ん
で
採
用
さ
れ
績
け
、
依
然
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
祉
舎
に
大
き
な
影
響
を
輿
え
て
い
た
。
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本
稿
で
は
、
東
イ
ン
ド
曾
祉
の
領
土
た
る
十
七
世
紀
末
葉
迄
の
パ
タ
ヴ
ィ
ア
(
ジ
ャ
カ
ル
タ
)
に
お
い
て
、
如
何
に
中
園
人
が
徴
税
請
負
制

度
の
確
立
に
寄
興
、
貢
献
し
た
か
の
貰
際
を
、
若
干
の
計
数
を
呈
示
し
な
が
ら
眺
め
て
見
た
い
と
思
う
。

一
六
一
九
年
、
オ
ラ
ン
ダ
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
地
を
パ
タ
ヴ
ィ
ア
と
改
め
、
こ
こ
を
東
亜
活
躍
の
援
貼
に
し
た
が
、
か
れ
ら
は
早
く
も
ク
l
ン

総
督
時
代
の
一
六
二

O
年
八
月
十
八
日
、
園
い
地
(
エ
ル
フ
〉
、
家
屋
、
或
は
果
樹
の
譲
渡
、
抵
嘗
、
運
搬
等
の
特
許
に
閲
す
る
決
議
を
行
つ

@
 

た
。
同
年
十
月
一
日
に
は
日
々
の
出
費
を
補
う
た
め
、
酒
そ
の
他
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
販
買
を
特
許
制
と
し
、
キ
ラ
ン
酒
(
関
口

g
m
如
何
な

る
種
類
の
も
の
か
不
明
〉
、
ア
ラ
ク
酒
、
煙
草
販
買
に
は
商
人
は
月
二
レ
ア
ル
、
ス
ペ
イ
ン
酒
の
場
合
は
レ
ヅ
ヘ
ル
広
一
J
h
m
M
一
一
五
〕
嘗
り
商
人
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ニ
O
レ
ア
ル
、
市
民
五
レ
ア
ル
の
納
税
を
要
す
る
こ
と
と
し
た
。
同
時
に
ま
た
商
品
の
職
入
税
を
定
め
、
藤
、
藍
、
煙
草
、
砂
糖
、
青
果
物
、

鎖
産
物
、
魚
類
、
畜
類
等
入
す
四
品
目
を
職
出
入
税
共
に
各
五
%
、
米
、
豆
落
花
、
肉
豆
癌
、
丁
子
等
香
料
、
金
、
樟
脳
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
等

⑤
 

二
十
二
品
目
に
闘
し
て
は
職
人
税
五
%
、
職
出
税
十
%
、
ア
ラ
ク
酒
は
輸
出
入
税
共
に
十
%
を
課
す
こ
と
を
定
め
た
。
こ
れ
よ
り
先
の
同
月
九

@
 

日
に
は
ア
ラ
ク
酒
製
造
に
は
十
分
一
税
を
課
す
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
二
十
九
日
に
は
翌
十
一
月
以
降
、
漁
夫
に
は
各
人
毎
月
一

・
五
レ
ア
ル
、
樵
夫
、
熊
圏
農
夫
、
ア
タ
ッ
プ
(
屋
根
)
葺
き
に
は
同
じ
く
ニ
レ
ア
ル
、
根
菜
作
り
農
夫
に
は
三
レ
ア
ル
め
税
を
課
す
る
こ
と

⑦
 

と
し
た
。
ま
た
同
年
十
二
月
九
日
に
は
パ
タ
ヴ
ィ
ア
市
行
政
直
内
の
青
果
物
を
市
内
に
搬
入
す
る
際
は
す
べ
て
十
分
一
税
を
徴
す
る
等
次
々
に

@
 

税
枚
の
法
令
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
徴
税
に
は
早
く
か
ら
渡
来
在
留
し
て
い
た
中
園
人
、
日
本
人
等
の
有
力
者
が
寧
用
さ
れ
た
。
例
え
ば
線

督
ク
l
γ
'は
一
六
二
二
年
三
月
一
日
か
ら
向
う
一
ヶ
年
間
轍
出
入
貨
物
(
燕
巣
、
鳥
鳴
、
犀
角
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
、
ベ
ゾ
ア
ル
石
〔
解
毒
剤
〕
、

@
 

龍
脳
、
樟
脳
、
サ
マ
ラ
油
等
)
の
徴
税
穫
を
中
園
人
ヤ
ン
コ

γ
F
3
n
g
m
y
に
輿
え
て
お
り
、
同
じ
く
次
の
組
督
カ
ル
ベ
ン
チ

1
ル
は
翌
一

⑪
 

六
二
三
年
六
月
二
日
、
審
類
屠
殺
十
分
一
税
の
徴
税
権
を
ま
た
ヤ
ン
コ
ン
に
興
え
て
い
る
。
チ
リ
ウ
ン
河
の
上
流
雨
岸
に
生
育
し
て
い
た
シ
リ
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l

(
き
ん
ま〉、

一
六
二
二
年
ク

1
ン
は
パ
タ
ヴ
ィ
ア
在
住
日
本
人
の

横
榔
子
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
好
ん
で
使
用
す
る
噌
好
品
で
あ
る
が
、

請
願
に
よ
っ
て
こ
れ
の
伐
採
、
運
搬
、
新
な
栽
培
の
権
利
を
、
向
う
一
ヶ
年
六

O
Oレ
ア
ル
(
月
五

O
レ
ア
ル
宛
〉
の
特
許
料
を
納
め
る
僚
件
で
許

@
 

可
し
恥
か
れ
ら
は
翌
年
五
月
特
許
期
限
満
了
に
際
し
、
再
び
一

六
二
四
年
五
月
一
日
迄
一
ヶ
年
の
改
新
を
請
願
し
て
許
さ
れ
た
。
一
六
二
六

⑬
 

年
六
月
に
も
二
人
の
日
本
人
に
一
ヶ
年
の
特
許
が
認
め
ら
れ
た
が
、
請
負
日
本
人
に
不
正
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
一
六
二
八
年
三
月
一
目
、

@
 

日
本
人
の
特
許
を
贋
棄
し
、
こ
れ
を
中
園
人
カ
ピ
タ
ン
〔
蘇
鳴
山岡
〕
に
興
え
て
い
る
。
こ
の
際
流
域
居
住
の
シ
リ
l
、
横
榔
買
買
人
は
月
牟
レ
ア
ル

宛
を
、
家
屋
持
ち
中
園
人
は
年
一
レ
ア
ル
宛
を
、
濁
身
者
は
年
半
レ
ア
ル
宛
を
こ
の
カ
ピ
タ
γ
に
納
入
す
る
定
め
で
あ
っ
た
。

嘗
時
こ
れ
ら
諸
税
の
徴
税
事
務
は
、
一
六
二

O
年
十
月
一
日
決
議
で
設
立
さ
れ
た
牧
税
長
。

E
Sロ
m
R
の
司
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
車

濁
で
専
念
す
る
時
に
陥
い
る
障
碍
を
顧
慮
し
て
一
六
二
七
年
二
月
鑑
札
長
(
ピ

g
E目
2
2
2
こ
れ
は
後
二
ハ
五
一
年
に
鑑
札
並
港
務
長

ピ

g
E
g
出
E
g
g
S
E
R
と
な
る
)
と
協
同
し
て
徴
税
事
務
に
嘗
る
こ
と
に
定
め
ら
れ
た
。



諸
税
中
最
も
大
き
な
比
重
を
占
め
た
む
の
は
多
数
来
往
し
た
中
園
人
に
課
し
た
居
住
許
可
誼

Z
o
E
V巴
止
か
ら
得
た
税
で
あ
っ
た
。
中
園

人
側
は
こ
れ
を
照
身
票
と
稽
し
て
い
た
が
人
頭
税
的
色
彩
の
濃
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
次
で
大
き
な
比
重
を
占
め

た
も
の
は
パ
タ
ヴ
ィ
ア
港
に
出
入
す
る
社
外
船
に
課
し
た
税
で
あ
っ
た
。
出
入
港
す
る
船
は
す
べ
て
税
関
の
前
を
通
過
す
る
際
、
積
載
し
た
貨

物
の
明
細
表
を
鑑
札
長
に
提
示
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
然
ら
ざ
れ
ば
積
荷
そ
の
他
船
舶
を
浪
牧
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
た
。
鑑
札
長
(
港
務
長
)
は

積
載
貨
物
の
代
債
を
見
積
り
、
こ
れ
を
牧
税
長
に
迭
付
し
た
の
で
あ
る
が
、
政
税
長
は
前
記
の
如
き
一
定
の
税
率
に
従
っ
て
こ
れ
に
課
税
し
た
。

さ
ら
に
ま
た
営
業
税
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
は
、
中
園
人
で
新
に
庖
舗
を
聞
か
ん
と
す
る
者
は
二
レ
ア
ル
を
梯
っ
て
許
可
置
を
得
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
が
、
酒
販
賓
の
場
合
は
十
七
世
紀
中
葉
に
は
前
記
よ
り
は
税
も
重
く
な
っ
て
一
レ
ッ
ヘ
ル
毎
に
七
五
レ
ア
ル
(
五

O
を
中
央
に
、
二

五
を
パ
タ
ヴ
ィ
ア
市
に
〉
の
納
入
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
(
買
酒
票
〉
。
魚
市
場
で
魚
類
を
販
買
す
る
際
は
魚
蓋
一
に
つ
き
月
二
レ
ア
ル
、
一

般
市
場
で
魚
小
買
を
行
う
場
合
は
庖
舗
毎
に
月
三
レ
ア
ル
、
そ
の
他
ア
ラ
ク
酒
造
は
一
釜
に
つ
き
月
五

O
レ
ア
ル
、
周
園
の
島
倫
明
か
ら
来
る
原

住
民
木
材
運
搬
の
チ
ン
ガ

γ
船
或
は
.
フ
ラ
ウ
船
に
劃
し
て
は
毎
月
一
一
船
嘗
り
四
分
一
レ
ア
ル
、
石
を
運
ぶ
同
じ
く
原
住
民
船
に
つ
い
て
は
同
じ

く
一
船
一
レ
ア
ル
を
課
税
さ
れ
る
定
め
で
あ
っ
た
、
等
々
が
一
六
四
二
年
七
月
フ
ァ
ン
・
デ
イ
1
メ
ン
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
バ
タ
ヴ
ィ
ア
法

@
 

典

(
ω
S
E
Sロ
4
阻
ロ
切
回
仲
田
三
曲
〉
に
見
え
る
。
舎
祉
は
こ
れ
ら
の
徴
税
を
、
公
開
入
札
に
よ
っ
て
最
大
を
入
れ
た
者
に
ま
か
せ
、
か
れ
ら
を
し

- 55ー

て
牧
税
を
行
わ
し
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

パ
タ
ヴ
ィ
ア
で
は
一
六
二
六
年
十
一
月
か
ら
翌
二
七
年
四
月
末
に
至
る
六
カ
月
間
の
諸
税
の
徴
集
を
公
開
請
負

ε
g
E
2
2
G
R
Z
で

⑮
 

牧
納
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
中
園
人
エ
ッ
カ
開

G
E
は
そ
の
四
分
の
一
を
月
一
四
五

O
レ
ア
ル
で
落
札
し
た
。
そ
の
後
の
徴
税
に
も
中
園
人

は
常
に
重
要
地
歩
を
示
す
が
、
こ
の
よ
が
に
税
制
開
設
の
営
初
か
ら
絶
大
な
活
躍
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
嘗
時
の
諸
税
の
内
容
は
中
園
人
に

課
し
た
居
住
許
可
謹
を
最
大
と
し
て
次
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
。
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一
六
二
六
年
十
一
月
一
日
|
|
一
六
二
七
年
四
月
末
日
請
負
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家
屋
及
び
エ
ル
フ
頁
却
の
十
分
一
税

一
七
五
七
レ
ア
ル

轄
入
鑑
札

八
六
二
ハ
%

陣
出
鑑
札

六
O
七
O
M

外
園
人
出
入
園

一
七
九
九

M

通
行
税
並
プ
ラ
ウ
船
出
航

一
一
一
九

M

居
住
許
可
読
(
出
。
。
含
『
同
一
丸

rg)

二
O
一
六
五
vn

宿
泊
業
者

五

O
四

木
材
運
般
業
者

六
六

石
材
採
取
業
者

一
三
四
vn

- 56ー

市
場
取
締
人

四
二

O

ア
ラ
ク
酒
造
者

一
一
一

九

六
ヶ
月
の
請
負
額

四
一

O
八
、一
%
レ
ア
ル

一
レ
ア
ル
、

五
一
ス
ト
イ
フ
ェ
ル
替
と
し
て

一
O
四
七
五
八
フ
ル
デ
ン

二
ス
ト
イ
フ
ェ

ル
一
回
ベ
ニ

ン
グ

こ
の
諸
税
請
負
は
そ
の
後
の
数
年
間
も
、
大
健
牢
年
十
二
高
五
千
フ
ル
デ
ン
前
後
を
占
め
て
い
た
(
第
一
表
参
照
)
。

嘗
時
閥
税
お
よ
び
諸
税
の
牧
入
は
ま
だ
一
般
牧
入
の
約
三
分
一
位
で
、
現
地
の
諸
経
費
を
カ
バ
ー
し
得
な
か
っ
た
が
(
第
七
表
参
照
)
、

し
か

し
こ
の
税
請
負
に
よ
っ
て
、
地
場
の
経
営
を
あ
る
程
度
支
え
て
い

た
こ
と
は
充
分
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

徴
税
の
請
負
制
は
順
調
に
進
ん
で
一
六
三
三
年
も
同
様
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
同
年
十
二
月
十
五
日
付
総
督
ブ
ル

l
ワ
!
の
本
園
重
役



単位フルデン

期 間 額

1626. H. -1627. 4 104758: 2: 14 

1627. 5-1627.10 160284 : 14: 4 

1627.11-1628. 4 130806: 1: 8 

1628. 5-1628.10 123969: 10: 8 

1628.11-1629. 4' 105499: 4: 12 

1629. 5-1629.10 113771: 8: 12 

1629.11-1630. 4 128205 : 15 : 10 

1630. 5-1630.10 . 129842 : 19 :ー

1630.11-1631. 4 129256 : 19:ー

1631. 5ー1631.10 147432: 1: 8 

1631. 11ー1632.4 108292: 2: 8 

1632. 5-1632.10 141550 : 16: 6 

計

各期 (6ヶ月〉卒均1125305:-

]onge， Opkomst. vol. 5. p.199による。

舎
に
宛
て
た
報
告
に
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
市
一
一
般
牧
入
六
ヶ

月
分
の
徴
税
の
三
分
の
一
を
中
園
人
エ
ッ
タ
ワ
ン
何
勾

@
 

E
ロ
に
、
月
五
二
六
レ
ア
ル
%
の
割
で
許
し
た
と
あ
る

」
と
で
剣
明
す
る
。
こ
の
エ
ヂ
ク
ワ
ン
は
前
紀
二
ハ

六
、
七
年
の
エ
ッ
カ
と
同
一
人
と
思
わ
れ
、

一
官
或
は

バタヴィア税牧入第一表

一
観
一
一
骨
を
充
て
る
べ
き
人
物
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
経

歴
の
詳
細
は
剣
ら
な
い
。

コ
ー
ル
ハ

I
ス
数
授
は
こ
れ

を
ジ
カ

ω
z
g同

と
同
一
人
と
見
て
、
パ
タ
ヴ
ィ
ア
第

四
代
の
中
園
人
カ
ピ
タ
ン
顔
二
官
(
在
職
一
六
六
三
l

七
人
)
に
比
定
し
て
い
る
が
、
活
躍
し
た
年
代
の
黙
で
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一
寸
ど
う
か
と
思
わ
れ
る
。

徴
税
請
負
入
札
の
形
式
も
整
っ
て
、
そ
の
後
は
大
陸
年
頭
の
一
月
一
日
(
後
年
に
は
十
二
月
末
日
の
こ
と
も
あ
る
)
に
、
中
園
人
カ
ピ
タ
ン

の
邸
宅

C
六
五
二
年
以
後
は
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
城
内
に
移
る
)
で
、
組
督
或
は
貿
易
事
務
総
長
以
下
曾
社
役
員
臨
席
の
下
に
行
う
の
が
恒
例
と

な
り
、
落
札
者
は
通
常
一
年
(
も
の
に
よ
っ
て
は
二
年
、
三
年
)
の
徴
税
権
が
興
え
ら
れ
た
。
補
註
①

パ
タ
ヴ
ィ
ア
城
日
誌
一
六
三
七
年
一
月
一
目
の
僚
に
、
午
前
、
中
園
人
カ
ピ
タ
ン
コ
エ
ラ
ッ
コ
の
o
E
Z
2
0
(
ピ
B
F
2
0
即
ち
第
二
代

甲
必
丹
、
林
六
寄
の
誤
り
〉
立
舎
い
、
法
律
執
行
官
(
切
会

2
4『
)
、
民
事
裁
判
所
委
員
列
席
の
下
に
、
貿
易
事
務
組
長
フ
イ
リ
ッ
プ
ス
・
ル
カ

ヅ
セ
ン
に
よ
っ
て
公
開
入
札
が
行
わ
れ
、
次
の
諸
税
の
最
高
を
申
出
た
者
に
一
年
間
の
徴
税
擢
が
奥
え
ら
れ
た
と
し
て
、
中
薗
人
賭
博
税
、
魚

57 

市
場
並
に
豚
屠
殺
税
、
衣
類
市
場
税
、
船
内
販
買
税
、
衝
量
税
、
榔
子
酒
製
造
税
、

へ
l
レ
・
ス
ト
ラ
l
ト
西
側
十
五
軒
の
石
造
家
屋
内
に
あ

る
大
き
な
皐
校
税
、
プ
リ
ン
セ
・
ス
ト
ラ
l
ト
の
西
側
、
十
六
軒
の
石
造
家
屋
内
に
あ
る
皐
校
税
、
木
壁
外
側
の
西
の
境
界
税
、

四
稜
壁
背
後
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の
エ
ル
フ
税
、
ス
タ
ッ
ト
・
フ
ラ
ハ
ト
外
、
西
附
近
の
圃
国
税
、
奮
病
院
の
エ
レ
フ
税
、
大
河
(
カ
リ
・
プ
サ
l
ル
と
も
い
う
。
}
の
税
、
刑
場
の
川
の

/

i

f

チ
リ
ウ
ン
河
の
こ
と
」

税
、
北
岸
、
ジ
ャ
ワ
人
民
住
の
ハ
ル
フ
ェ
・
ブ
ロ
ッ
ク
税
、
ア
ン
ケ
l
河
(
市
の
南
西
)
税
、
中
園
査
税
、
大
河
の
西
、
イ
ギ
リ
ス
人
家
屋
附
近

F

部
に
あ
り
」

⑮
 

に
あ
る
圃
国
税
、
ス
ペ
ッ
ク
氏
圃
園
の
マ

ソ
ゴ
l
樹
税
、
中
園
人
賭
博
蓋
で
の
喫
煙
税
、
等
二
十
種
の
徴
税
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
あ
る
も
の
に
は
説
明
も
な
い
の
で
、
如
何
な
る
種
類
の
税
か
理
解
に
苦
し
む
も
の
も
あ
る
が
、
大
要
は
営
業
税
、
土
地
税
、
屠
殺
税
、
通
行

税
、
賭
博
税
、
榔
子
酒
税
等
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

パ
タ
ヴ
ィ
ア
で
行
わ
れ
た
徴
税
請
負
の
形
式
は
、
首
然
他
の
東
イ
ン
ド
禽
社
領
域
で
も
採
用
さ
れ
て
寅
行
さ
れ
て
い
る
。
最
も
雫
く
一
六

O

五
年
に
禽
祉
の
領
地
と
な
っ
た
ア
ン
ボ
ン
で
は
、
早
く
も
一
六
二
六
、

七
年
に
こ
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
如
く
で
、
轍
入
品
税
一
五
五
五
・

五
レ
ア
ル
を
最
高
と
し
、
榔
子
特
許
料
九
八
七
%
レ
ア
ル
、
中
園
入
居
住
税
〔
人
頭
税
〕
九

O
六
レ
ア
ル
、

ア
ラ
ク
酒
造
税
二
八
ニ
レ
ア
ル
、
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タ
ー
バ
ン
税
二
四
六
レ
ア
ル
、
職
出
品
税
二
三
八
%
レ
ア
ル
、
酒
税
一

O
O
レ
ア
ル
、
家
屋
貰
買
税
八
五
レ
ア
ル
、
屠
殺
税
六
八
%
レ
ア
ル
そ

の
他
諸
税
一

0
0
0
レ
ア
ル
、
合
計
五
四
六
九
冗
レ
ア
ル
が
請
負
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
税
の
内
容
は
時
代
に
よ
り
若
干
の
相
違
は
あ
る
が
、

主
と
し
て
ア
ラ
ッ
ク
酒
税
、
サ
ゴ
廊
子
税
、
轍
出
入
税
、
市
場
税
、
屠
殺
税
、
中
園
入
居
住
税
、
賭
博
税
等
で
、
そ
の
請
負
者
は
多
く
在
住
中

園
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
岩
生
成
一
博
士
の
読
く
と
こ
ろ
で
あ
弘

さ
ら
に
ま
た
一
六
二
四
年
以
降
禽
祉
領
と
な
っ
た
蓋
濁
で
も
、

一
六
三
六
、
七
年
か
ら
鹿
肉
轍
出
税
、
漁
業
税
、
豚
屠
殺
税
の
賦
課
が
始
り
、

一
六
回

O
年
牢
ば
に
な
る
と
徴
税
請
負
方
法
も
と
ら
れ
て
禽
枇
統
治
の
末
年
で
あ
る
一
六
五
六
、
七
年
に
は
中
園
人
人
頭
税
四
七
八
八

O
レ
ア

ル
、
撲
祉
税
(
村
落
語
負
〉
一
三
ご
五
五

ν
ア
ル
、
米
作
十
分
一
税
七
五
六
五
レ
ア
ル
、
漁
業
税
三
二
七
五
レ
ア
ル
、
衝
量
税
三

O
O
O
レ
ア

@
 

ル
、
屠
殺
税
二
九
二
五
レ
ア
ル
、
計
八
七
八

O
O
レ
ア
ル
を
数
え
、
舎
祉
の
府
庫
を
柴
え
さ
せ
る
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
ま
た

こ
れ
ら
も
す
べ
て
在
住
中
園
人
の
請
負
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
は
曾
て
論
述
し
た
。

ま
た
一
六
四
一
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
奪
取
し
て
曾
祉
領
土
に
入
れ
た
マ
ラ
ッ
カ
で
も
、
早
く
も
翌
一
六
四
二
年
一
月
の
報
告
に
よ
る
と
向
後



@
 

六
カ
月
間
、
鮮
魚
の
十
分
一
税
こ

O
O
レ
ア
ル
、
ナ
ニ
ン
の
横
榔
に
一
一

O
レ
ア
ル
、
計
三
一

O
レ
ア
ル
を
課
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
こ
の
ナ
ニ

ン
と
は
マ
ラ
ッ
カ
の
北
部
に
住
し
た
ス
マ
ト
ラ
メ
ナ

γ
カ
パ
ウ
系
人
の
作
っ
た
約
千
人
位
の
小
集
圏
で
、
住
民
は
米
作
、
横
榔
栽
事
を
行
い
、

@
 

家
畜
を
飼
っ
て
マ
ラ
ッ
カ
市
場
に
運
び
生
計
を
た
て
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
但
し
こ
れ
ら
の
課
税
は
既
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
時
代
か
ら
も
あ
る
程
度

行
わ
れ
て
い
た
ら
し
く
二
六
四
一
年
秋
こ
の
地
方
を
観
察
し
た
ス
ハ
ウ
テ
γ
の
報
告
に
も
「
各
種
圃
園
の
果
物
、
家
畜
、
魚
類
そ
の
他
土
地
か

ら
の
各
種
産
物
の
十
分
一
税
は
圏
王
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
、
-
年
分
或
は
四
分
一
が
数
曾
に
寄
進
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
十
分
一
税
は
毎
年
約
一@
 

0
0
0乃
至
二
一

O
O
ク
ル
サ

1
ド
で
請
負
わ
れ
て
い
る
が
、
も
し
敬
舎
人
が
自
身
で
直
接
こ
れ
を
集
め
ば
殆
ど
三
倍
に
達
す
る
で
あ
ろ
う
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
諸
税
は
一
六
四
二
年
七
月
十
四
日
に
は
、
更
に
六
ヶ
月
、
鮮
魚
二
四

O
レ
ア
ル
、

@
 

ナ
ニ
ン
の
横
榔
二
ニ

O
レ
ア
ル
計
三
七

O
レ
ア
ル

の
前
期
よ
り
も
六

O
レ
ア
ル
培
で
請
負
わ
れ
て
い
る
が
、
績
く
一
六
四
二
年
末
に
は

商
品
職
出
入
税
、
船
税
、

λ
頭
税
、
船
舶
通
航
税
、
宿
屋
税
、
庖
舗
税
、
賭
博
税
等

五
六
一
九
%
レ
ア
ル

鮮
魚
税

一九

O

一四

O

河ナ
JII ニ
流ン
域機
ニ榔
ツ十
パ分‘
榔一
子税
樹

五
O

一二

O

市
内
コ
コ
榔
子

計

@
 

六
四
一
九
%
レ
ア
ル

の
徴
税
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一59-

か
く
若
干
の
例
で
示
し
た
如
く
、
東
イ

γ
ド
舎
祉
治
下
の
諸
領
地
で
は
徴
税
に
は
殆
ど
同
じ
方
法
が
と
ら
れ
て
制
度
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

59 

判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
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四

パ
タ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
徴
税
請
負
は
そ
の
後
ま
す
ま
す
整
備
さ
れ
、
一
六
三
九
年
一
月
一
日
に
も
中
園
人
カ
ピ
タ
ン
林
六
寄
の
家
で
公
開
入

@
 

札
が
行
わ
れ
、
五
九
三
一
九
フ
ロ
リ
ン
七
ス
ト
イ
フ
ェ
ル
入
ベ
ニ
ン
グ
が
諸
人
に
請
負
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
数
年
の
紋
況
は
よ
く
剣
明
せ

ぬ
が
、
パ
タ
ヴ
ィ
ア
城
日
誌
一
六
四
一
年
七
月
一
日
僚
に
林
六
寄
の
家
で
次
の
六
ヶ
月
間

賭
博
克
許

月

一
四
四
レ
ア
ル

衣
料
市
場

。

。

衝
量
税

~ 

。@O

ピ
チ
銭
鋳
造

# 

の
許
可
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
る
の
で
、
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
も
同
じ
く
菟
許
が
行
わ
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
ピ
チ
銭
と
い
う
の
は
嘗
時
ジ
ャ
ワ
等
で
通
行
し
て
い
た
小
銭
で
あ
る
。
馬
歓
は
「
中
園
歴
代
銅
銭
通
行
使
用
」
と
か
「
買
貰
交
易

- 60ー

行
使
中
園
歴
代
銅
銭
」
(
滅
涯
勝
覚
、
爪
睦
僚
〉
と
述
べ
、
ま
た
十
六
世
紀
初
め
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
ト
メ
・
ピ
レ
ス
は
ジ
ャ
ワ
の
ス
ン
ダ
で
カ
イ
シ

ャ
ロ
曲
目
何
回
ω

と
呼
ば
れ
る
中
園
銭
の
流
通
を
停
え
た
が

一
五
九
六
年
パ
ン
タ
ム
に
来
た
オ
ラ
ン
ダ
最
初
の
遣
東
イ
ン
ド
艦
隊
の
乗
組
員
ロ

l

デ
ワ
イ
ク
ス
ゾ

l
ン
も
、
「
中
園
人
の
持
っ
て
来
る
銭
は
バ
ン
タ
ム
の
み
な
ら
ず
全
ジ
ャ
ワ
及
び
附
近
の
島
々
で
流
通
す
る
。
こ
れ
を
マ
ラ
イ
語

で
カ
ス

(US
ジ
ャ
ワ
語
で
は
ピ
チ

H
M
X
U
と
呼
ん
で
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
の
ド
イ
ト
貨
よ
り
向
安
く
、
銅
の
濫
が
混
入
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

@
 

こ
の
銭
は
中
園
の
濠
州

(
u
r
z
n
Y
2
で
鋳
造
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

が
脆
い
、
甚
だ
粗
末
な
鉛
銭
で
あ
る
。

ロ
l
デ
ワ
イ

ク
ス
ソ

l
ン
は
こ
の
鉛
銭
が
中
園
で
鋳
造
さ
れ
ジ
ヤ
ン
ク
で
持
込
ま
れ
る
こ
と
を
俸
え
た
が
、
十
七
世
紀
に
入
る
と
こ
の
鋳
造

は
ジ
ャ
ワ
在
住
の
中
園
人
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

一
六
三
三
年
六
月
七
日
、
中
園
人
カ
ピ
タ
ン
ベ
ン
コ
ン
(
蘇
鳴
山
岡
〉
及
び
商
人
ヤ
ン
コ

ン
は
、
禽
吐
か
ら
原
料
の
鉛
を
ピ
コ
ル
(
百
斤
〉
嘗
り
十
二
レ
ア
ル
(
四
十
八
ス
ト
イ
フ
ェ
ル
替
)
で
供
給
さ
れ
、
向
う
六
ヶ
月
間
あ
鋳
造
擢

を
許
可
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
特
許
は
同
年
十
月
二
十
二
日
、
ピ
コ
ル
嘗
り
十
四
・
玉
レ
ア
ル
に
引
上
げ
ら
れ
て
さ
ら
に
一
ヶ
年
間
延
長
さ
れ
、



@
 

一
六
三
六
年
九
月
二
十
日
に
は
尚
一
一
層
重
い
俊
件
の
十
五
レ
ア
ル
で
ま
た
も
や
一
ヶ
年
の
更
新
を
見
て
い
る
。
し
か
し
翌
一
六
三
七
年
八
月
に

は
、
イ
ギ
リ
ス
が
こ
の
鉛
銭
の
鋳
造
に
割
り
込
ん
で
+
来
は
じ
め
た
た
め
に
、
バ
ン
タ
ム
、
ジ
ャ
パ
ラ
、
マ
カ
ッ
サ
ル
、
ジ
ャ

γ
ビ
l
、
パ
レ
シ

パ
ン
、

マ
ル
タ
プ

l
ラ
等
で
鉛
鎮
の
だ
ぶ
つ
き
が
見
込
ま
れ
た
の
で
、
合
同
社
は
ヤ
ン
コ
ン
に
従
来
の
ピ
コ
ル
嘗
り
十
五
レ
ア
ル
を
十
二
・
五
レ

ア
ル
に
引
下
げ
る
と
共
に
、
前
同
様
大
き
く
、
重
く
品
質
の
よ
い
ピ
チ
銭
を
一
レ
ア
ル
六

O
O
O
の
割
(
従
来
は
四
ニ

O
O
)
で
提
供
せ
し
め

る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
た
め
ヤ
ン
コ
ン
は
既
に
一
六
三
六
年
八
月
末
か
ら
翌
一
六
三
七
年
九
月
一
日
迄
の
一
ヶ
年
聞
に
一
一
一
一
一
一
一
ピ
コ
ル
の
鉛

@
 

を
費
消
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
翌
年
度
も
二
五
五

0
ピ
コ
ル
の
鉛
を
使
用
し
て
い
る
。
そ
の
後
鋳
造
穫
は
中
園
人
カ
ピ
タ
ン
蘇
鳴
樹
、
船
主
チ

ク
寸
片

ρ
(
2
A
E
の
誤
り
で
顔
二
官
か
〉
の
握
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
域
に
関
係
す
る
ピ
チ
銭
の
問
題
は
ま
た
改

め
て
論
じ
て
見
た
い
の
で
、
こ
こ
で
の
詳
論
は
避
け
る
。

却
説
、
徴
税
請
負
に
つ
い
て
云
え
ば
一
六
四
四
年
頃
に
な
る
と
項
目
も
増
え
、
大
陸
完
成
さ
れ
た
姿
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
す
な
わ
ち
同
年

一
月
一
日
、
老
中
園
人
カ
ピ
タ
ン
林
六
一
骨
の
家
で
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
穂
督
〔
ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ァ
ン
・
デ
イ

1
メ

γ
〕
、
イ
シ
ド
評
議
舎
員
、

そ
の
他
法
律
執
行
官
、
二
代
表
市
参
事
舎
員
な
ど
参
集
の
下
に
聞
か
れ
た
諸
説
(
。
刊
日

2
5
z
z
m
g
r凹
g
g
E
8
5
2
8
)
の
公
開
入
札

@
 

で
は
、
次
の
二
十
一
種
の
一
ヶ
年
の
徴
税
請
負
人
と
同
請
負
額
の
決
定
を
見
た
。

賭

場

蓋

で

中

園

煙

草

販

貰

中

園

人

対

問

山

叫

漁

業

組

織

師

- 61...，. 

一
般
納
税
所
背
後
の
エ
ル
フ

ゴ
ウ
ノ
コ
市
〆

ピ
1
テ
ル
・
レ
ー
ン
J

ア
ル
セ
ン

エ
ュ

l
コ
l
プ

サ
ン
ヒ

月

四
レ
ア
一
ル

中
園
人

月月

五ニ
・
五

城
壁
周
漫
崖
径

市
東
山
芹
ガ
ル
ゲ
フ
ェ
ル
ト
の
漁
業

ト
シ
オ

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ダ
・
ジ
ル
バ

月
二
一
・
五

月

三

市
城
門
外
煉
瓦
境
き

-"" コ

月

八

61 

き
ん
ま
十
分
一
税

ス
ン
フ
ン
別
名
ゴ
イ
コ

月
二

O
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市
外
青
果
物
十
分
一
税
(
除
甘
煎
)

牧
税
長

セ
パ
ル
ト
・
オ
ン
デ
ラ
ル

年
二
一
O

年年年年

九

醤
牛
舎
附
近
間
門
内
の
漁
業

ゴ
ン
カ
ル
・
ル
イ
ス

ピ
チ
銭
鋳
造

中
園
人
ノ
ア
イ

五

薪
炭

中
園
人
カ
キ
・
カ
ヨ

/、。

ク
ロ
ク
ッ
ト
河
〔
カ
リ
ブ
サ
!
ル
の
上
流
〕
漁
業

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
J

ダ
・
シ
ル
パ

。

大
ア
ン
ケ

l

-
フ
内
/
コ

年年
二
五

O 九

小
ア
ン
ケ
|

中
園
人
ワ
イ
ヤ
ン
グ

ジ
ャ
ワ
人
漁
業

シ
ニ
オ
別
名
パ
ン
ヤ
ン
グ

月
一
三
二

獣
肉
十
分
一
税

数
師

年

五
O 

- 62ー

家
畜
屠
殺
十
分
一
税
(
含
魚
露
匝
)

衣
料
市
場

中
園
人
シ
ニ
オ

月
三
一
五

カ
ピ
タ
ン
ベ
ン
コ
ン

〔
蘇
鳴
闘
〕

月
一
一
八

碇
泊
中
船
内
小
貰

ス
ウ
シ
ャ
ク

月
二
六

O

衝
量

シ
コ
ア

月
三

O
O

中
園
人
賭
博

同
人

月
五
五
七
・
五

こ
れ
ら
を
見
る
と
一
一
一
種
の
項
目
中
、
請
負
人
が
中
園
人
或
は
そ
れ
と
認
め
ら
れ
る
者
は
十
五
種
七
割
以
上
で
、

し
か
も
額
の
多
い
重
要
項

目
で
あ
る
屠
殺
税
、
衣
料
市
場
税
、
船
内
小
買
税
、
衝
量
税
、
賭
博
税
等
は
何
れ
も
中
園
人
の
請
負
う
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

一
六
五
三
年

の
例
で
も
同
様
で
、
特
に
こ
の
年
は
請
負
九
種
目
全
部
、
月
嘗
り
四
五
八

O
レ
ア
ル
、
年
五
四
九
六

O
レ
ア
ル
が
中
園
人
ア
イ
コ

〉
a
n
w
o、

イ
ン
ヨ
同
三
o
サ
ン
ヨ

ク

ω同
ion-n
ギ
ム
セ
の
F
F
g
m
m
シ
ニ
ヨ

ω
m
-
g
Z
(別
名
パ
ン
ヤ
ン

H
M
g
Eロ
巴
ジ

l
カ
〔
二
瓦
町
か
〕

・
。
コ
モ
ク
田
宮
内
山
口
問

@
 

の
0
5
2
r
ヤ
ン
(
中
園
人
キ
リ
ス
ト
数
徒
〉
ら
に
よ
っ
て
請
負
わ
れ
て
い
て
、
か
れ
ら
の
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
お
け
る
活
動
が
匡
倒
的
に
大
き
か



っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
納
税
の
方
法
も
、
二
ハ
五
四
年
の
請
負
か
ら
請
負
者
は
先
ず
半
額
を
納
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
失
敗
や
不
正
を
未

、

・

@

@

然
に
防
ぐ
手
段
が
定
め
ら
れ
二
高
七
千
レ
ア
ル
が
務
め
納
入
さ
れ
た
が
、
一
六
五
八
年
十
二
月
二
十
日
に
は
ま
た
も
や
方
法
の
改
正
を
見
、
中

園
入
居
住
、
小
買
、
市
場
、
抜
一
館
、
製
蝋
、
船
中
小
賀
、
魚
市
場
、
屠
殺
、
ア
ン
チ
ヨ

l
ル
(
U
L
r
仰
い
酌
一
服
部
〕
渡
航
、
ア
ン
ケ
渡
航
、
衝
量
、

舎
枇
榔
子
樹
、
中
園
人
墓
地
側
圃
園
、
中
国
人
賭
博
、
米
市
場
等
の
諸
説
を
五
九
年
一
月
の
請
負
か
ら
最
初
の
二
ヶ
月
は
前
納
、
次
か
ら
は
濯

@
 

ム
忠
な
く
月
始
め
の
期
日
に
納
入
す
る
定
め
で
、
確
賓
な
保
誼
人
二
人
の
連
帯
を
必
要
と
し
、
ま
た
違
反
の
場
合
の
罰
則
も
定
め
ら
れ
た
。

中
園
人
が
徴
税
請
負
権
保
持
者
と
し
て
そ
の
後
も
活
躍
し
た
こ
と
は
、
蓮
年
の
バ
タ
ヴ
ィ
ア
城
日
誌
を
緒
け
ば
ー
ー
も
っ
と
も
時
代
と
共
に

若
干
の
饗
貌
を
来
す
が
|
|
容
易
に
判
明
す
る
が
、
一
々
を
表
示
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
紙
幅
を
要
す
る
の
で
次
に
若
干
の
例
を
示
す
。

六
六
プ
年
に
は
請
負
人
十
九
人
は
全
部
中
園
人
で
あ
っ
た
が
、
十
年
後
の
一
六
七
一
年
に
な
る
と
四
人
、
さ
ら
に
十
年
後
の
一
六
八
一
年
に
は

二
十
一
一
種
中
の
約
半
分
に
近
い
十
人
の
非
中
園
人
の
進
出
を
見
て
い
る
(
第
三
表
参
照
〉
。

し
か
も
向
依
然
と
し
て
中
園
人
請
負
者
の
多
い
こ
と

- 63ー

を
示
し
て
い
る
。

一
六
八
三
年
以
降
は
パ
タ
ヴ
ィ
ア
城
日
誌
の
公
刊
を
見
て
い
な
い
の
で
、
今
手
近
に
請
負
人
の
一
々
の
名
前
を
示
し
得
な
い

重
要
税
種

マ
ル
ダ
イ
ケ
ル
(
解
放
奴
隷
〉
等
の
準
出
が
目
立
っ
て
来
て
も
、

が
、
自
由
市
民
(
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
禽
社
員
以
外
の
住
民
)
、

は
中
園
人
の
手
に
握
ら
れ
て
い
て
、
依
然
中
園
人
勢
力
の
牢
固
と
し
て
抜
く
能
わ
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
感
、
ぜ
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
一
七
四

@
 

O
年
の
パ
タ
ヴ
ィ
ア
中
園
人
虐
殺
事
件
(
紅
渓
惨
案
)
の
如
き
は
、
政
府
牧
入
の
激
減
を
も
た
ら
し
こ
の
勲
だ
け
で
も
曾
祉
は
大
打
撃
を
う
け

た
の
で
あ
っ
た
。

@
 

な
お
パ
タ
ヴ
ィ
オ
(
ジ
ャ
カ
ル
タ
〉
に
残
さ
れ
た
中
園
側
記
鋒
に
よ
る
と
公
開
請
負
入
札
(
叫
貰
)
の
開
始
は
か
な
り
後
年
の
順
治
十
七
年

三
六
六

O
)
と
し
い

大
王
〔
線
督
の
こ
と
〕
興
衆
嬰
柄
商
議
、
同
開
傍
仔
〔
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
玄

2
で
希
望
の
意
か
〕
七
件
叫
買
、
子
和
十
二
月
廿
九
日
、
在
金
城
土

庫
〔
事
務
所
の
こ
と
〕
内
叫
税
、
諸
上
人
威
坐
次
観
聴
、
誰
人
承
麿
者
、
即
書
其
姓
名
と
し
て
照
身
、
賭
場
秤
仔
、
州
銑
〔
不
詳
〕
、
宰
縄
羊
、
魚

63 

澗
、
米
、
賀
酒
の
七
票
を
定
め
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
側
記
録
の
一
六
五
八
年
十
二
月
改
正
の
そ
れ
に
封
躍
す
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
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第二表

税 種

魚 市 1場

屠 殺 税

船内小費

衣料市場

米穀市場

青果市場

シリー(きんま〉

ジャワ人漁業

榔 子 樹

カリプ、サル渡航

アγチヨーノレ

渡航

アンケー

街 主量 税

諸税月額請負表 車位1659年迄 Real.1659年以降 Rds.

1
16桝16制1654十 考

! .n~! (2)Coolhaas， Generale 
430 I 485 I 

._~ I Missiven， vol. 2. p.737. 

!(3)Coolhaas， ibid. p.805. 

18 I 141(4)Dagh-Regi蹴 r， Bata-
700 I 530 I via. 1656-57. p. 62. Co-

olhaas， Generale Mis-
siven， vol. 3. p.141. 65 

288 240 260 

484 330 300 

400 420 

40 
ー

¥

n

U

9

U

7

.

、

a

a

u

1

h

a

t

ハ
-
》

-
E
-
/

M
出

お

い

肌

風

間

削

税

叫

批

引

U

U

川

町

J

U

E

中

降

四

嚇

・

同

一

一

子

喧

v

n

1

E

4

1

A

n

M

凶
制
揖

σ

b

E

'

九

副

円

11

・，
E

E

a

j

、

ク

唱

E
A
a
a
4

‘，

o
h
u
η
t
u
w仇
r

m
m
h
I

叫

け

引

'

間

島

G
心

岸

M

6

i

凶

F
U
U
7
L
1
b一
広

町

指

，

《

5

・

a

t

y

E

E

'

p

e
討

は

郎

、

沼

、

政

心

お

い

岨

Z

同
町

n円

J

J

閣
巾

F

.

n
世

間

わ
u

ニ
司

E

P

出

刊

川

I

F

L

4

h

j

移
・

1
1

・

u
.
H
H
7

2
u
j
O
6
g

・
主

s
ヨ

d

o

E

ヤ

ョ
s

r

h

-

a

a

ι

t

J

u

，・
1

コ

1

J

ハ
u
d
σ
臼

D

別
居

R
月

リ

向

。

M

ジ

島

何

6

7

8

ハU
q

δ

n

i

n

u

n

U

ハU
A

U

r

a

A

u

q
u

『
U

噌

i

n

E

n

H

V

A

U

1

A

n

u

n

L

F

O

n

4

n

I

唱

A

唱

i
a
u
z

唱

E4

噌

E-a

0

0

5

6

0

0

0

3

0

0

 

a坐

τ

i

k

d

守

i

n

U

F

h

d

n

u

司

4

n

J

R

v

q

O

7

・

『

u

Q

U

唱

i

1

A

d

生

噌

E
A
4
Eム

n

u

η

L

n

U

F

b

n

u

n

U

F

b

 

F

b

z

U

4

・

n

L

1

i

民一
v

司

4

n

L

A

A

A

H

V

旬よ

の

ノ

釘

守

よ

ハu
z

u

n

u

n

u

τ

i

F

D

4

4

n

t

u

 

。o
q

L

。。

中国人居住税

中園人賭博税

曾佐圃園
(中園人墓地附近〕

製蝋税

放館

1730 I 1560 I 1330 

アンチョル東岸 75 I 10 I 10.5 

| | 陣Tl利引て
|ふ。ト08013600 i 2095148071 ~吋吋
154960 1ト同防阿4制側側卸蹴蜘6印0バ|ト側仰3抑却抑01ドお矧加M凶401トトU附7河湖6倒仰8釘7，1トト別19別捌98捌吋8倒4

製粉

商庖税

ジャワ島
マンゴ一樹税

月

(8) 

年

- 64一



65 

第三表 ノミタヴィア諸税請負表 単位ライタス・ダールデル CRds.)

I 1回1年 (1) I 1671年 (2)__1 1回1年 (3)
税種 I ~ ~ou.t!:..a.r- \~ 11=rt1R>1 11請負者|月額11請負者|月額II請 負者|月額
園入居住税 中Kinjan 1565 中Gansignio 840 中Limsincqu 9∞ 
園人賭博税 グJoetsie 1190 グHonko 480 グTansiako 550 

果行商及商広税 1/ IHooko 575 グQuasuncqua 1110 。TsiouJissay 1860 
l 糖 入荷税 ー-LI/Tangh.lnie 680 ρ王五寄(Ongouko)270 

穀入荷税 ー-11/Quaquinio 930 解Louys Michielse 1120 

竹入荷税 中Siaco 45 

内小費税 I/ISaqua 464 グSinqua 640 同Alida 555 

市場稔 グThionio 605 グ李租寄CLitsoeko)780中Quacdhriacyk nio 1155 

蘭HansKel 44O!蘭
Hen 380 

館税(市内〉

中}T…lnco Thymonsze 
331 

グDavidMichielse 館税(市外〉 中HoeiHoko 170 210 
J主ヨ昆ー 務 1/ ISginio 290 "IHoec:ko 480 中Ques Wanko' 430 

殺 税 。Thunio 399 グOnghOuko 400 グLimzocko 400 

粉水車検 グKako 290 蘭Pieter Schippers 300 蘭Gasper Haeck 450 

、リ 一蝋樹
税 グPoyko 1∞ 中Ongh Siko 1301解

Abraham 
150 Domingo 

きんま〉税グ グJosonko 190 中Limgonnio 290 
ーレンフリート

蘭
Daniel 59 グTansiako 155 

行税 Nicolaessen 
ンケー航行税 グSoetse 44 Lim Joncko 120 解David Lodrigo 105 
γチヨーノレ航

グSimtian 35 中Quakayko 95 グJanFrancisco 55 
税園煙草製造稔 グTickson 47 中Tsoujissay 55 
穀市場検 グTjenco 11 グQuasinio 32 Jacob Jansze 46 

材 税 グKieuse 30 グLitonco 18 Niclaes 21 Michielse 

料市場稔 前年ニ同ク 80 
中寡Tカh婦ピioタg(E繕γla顔績nk二)o 官ノ

加 請負セズ

賃ン量唯C市チ借人梅内ヨ夫外子賃〉ル樹東金

中Koujenco 160 15 請負セズ

" Lim牢議通
13 グQuahincko(縫績) 5 

C3~r，mIlU.) 

中王五寄 42 .衝

圏墓地側曾祉園 グTouEeko 11 
費 税 グSouco 350 蘭Hims Kel 475 
叡出荷 中Oncko 60 請負てセズ

計 一一耳 65ゆ8 8576 9199 
Angelraeds_島曾枇所有マγゴ樹税， .' 

:年ヨリ繕綾年 110 前年ヨリ 8292Rds.増 前年ヨリ 516Rds.増 i

計 79286 102912 110お8
〔備考〕中ハ中園人，蘭ハオランダ人，解ハ解放奴線，悶ハモール人ヲ示スω Qagh~Regist疋r， Batavia. 1邸1:pp.1:':2.- 殺税ハ 5 月以降 3却1~， ds. ニ改正， 請負者
Oey Setmko. -ibid. p.107 (2) niid. 16四二7Cp.234: --， '(3) ibid. 1680:--;P: 845-.:847. 
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向
中
園
側
記
録
で
は
さ
ら
に
康
照
廿
六
年
三
六
入
七
)
出
護
、
唐
山
畑
印
、
釘
燭
、
鰹
米
(
米
堆
)
の
偏
仔
四
僚
が
追
加
さ
れ
た
と
し
、

ま

た
泊
面
、
闘
鶏
、
磨
麺
、
秤
亭
、
糖
出
入
口
等
の
設
置
は
中
園
人
虐
殺
事
件
(
一
七
四

O
〉
以
後
の
乾
隆
八
年
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

五

こ
れ
ら
諸
税
の
う
ち
で
最
も
大
き
か
っ
た
の
は
在
留
し
た
中
国
人
か
ら
牧
納
し
た
居
住
許
可
税
〔
人
頭
税
〕

で
あ
り
、

さ
ら
に
か
れ
ら
の
好

む
賭
博
に
課
し
た
賭
博
税
、
さ
ら
に
米
、
砂
糖
等
の
職
入
税
、

他
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
そ
の
主
な
も
の
の
若
干
を
述
べ
る
。

商
業
税
と
も
い
え
る
市
場
税
(
青
果
、
魚
類
、
小
貫
雑
貨
)
、

逼
行
税
、
そ
の

付

居

住

許

可

税

バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
は
一
六
二

O
年
十
月
九
日
、

タ
ー
ン
糟
督
の
布
告
に
よ

っ
て
開
始
さ
れ
、
市
内
在
住
の
中
園
人
は
同
年
十
月
一
日
以
降
、
毎

-66ー

月
始
め
に
一
回
、
牧
税
長
の
面
前
に
出
頭
し
て
各
人
月
一
レ
ア
ル
宇
の
税
を
支
排
い
、
居
住
許
可
誼

Z
o
E
Fぽ
♂

g
の
書
替
を
要
し
た
。
補

註
②
。
嘗
時
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
舎
祉
の
パ
タ
ヴ
ィ
ア
で
は
、
東
に
は
マ
タ
ラ
ム
、
西
に
は
バ
ン
タ
ム
と
い
う
強
園
を
擁
し
、
ま
た
強
敵
イ
ギ

リ
ス
東
イ
ン
ド
禽
祉
と
も
競
争
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
立
場
に
あ
っ
た
魚
、
住
民
を
使
役
し
て
城
塞
の
補
強
工
事
を
行
っ
て
い
た
が
、
在
住
中
園

人
は
商
業
、
農
業
、
漁
業
、
石
灰
焼
き
、
木
材
集
荷
、
ア
ラ
ク
酒
製
造
、
煉
瓦
焼
き
、
裁
縫
業
等
々
か
れ
ら
の
生
業
で
奉
仕
す
る
ほ
う
が
、
舎
祉@
 

に
と
っ
て
よ
り
有
盆
で
あ
る
と
稿
し
て
前
記
金
額
を
排
う
こ
と
に
よ
り
市
民
的
義
務
を
兎
れ
る
こ
と
を
願
い
、
許
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

」
の
菟
除
誼

2
C
-
Z芯
2
2
の
こ
と
を
前
記
「
開
杷
歴
代
史
紀
」

で
は
照
身
票
と
云
っ
て
い
る
が
、

オ
ラ
ン
ダ
語
で
ま
た

H
H
O
O町
内
目
的

m-円「

roozr己
仰
向
田
と
云
う
よ
う
に
人
頭
税
的
意
味
、が
強
か
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
迄
も
な
い
。
そ
し
て
中
園
側
記
鋒
は
そ
の
設
定
を
か
な

(慮
冥〉

り
後
年
の
一
六
三
五
年
九
月
、
腰
得
力
物
第
何
(
へ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ブ
ル

l
ワ

l
〉
に
代
っ
て
安
移
昨
伴
腹
宣
(
ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ァ
ン
・
デ

ィ
l
メ
ン
〉
が
新
総
督
に
任
ぜ
ら
れ
た
時
の
こ
と
と
し
て
、

列
上
人
向
甲
大
〔
カ
ピ
タ
ン
の
こ
と
〕
商
議
、
欲
造
唐
人
家
甲
、
立
家
甲
頭
、
逐
夜
巡
更
、
後
議
不
果
行
、
始
議
定
唐
人
毎
月
腰
帯
十
九
鈷
照



身
票
、
子
竪
旗
杵
後
、
各
買
票
随
常
在
身
、
如
無
常
票
市
被
執
者
、
謹
罰
、
壁
唐
人
菟
出
征
、
各
安
生
理
、
唐
人
各
各
教
喜
、
共
遭
此
令
。

と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
額
は
莫
大
で
、
既
記
の
如
く
一
六
二
六
、
二
七
年
に
は
バ
タ
ヴ
ィ
ア
全
租
税
牧
入
の
約
牟
分
を
占
め
、
職
出
税
、
職
入
税
よ
り
も
多
か

っ
た
。
(
五
ペ
ー
ジ
参
照
〉
。
の
ち
(
一
六
五
入
年
)
こ
の
許
可
謹
保
持
者
は
「
兎
出
征
、
各
安
生
理
」
と
あ
る
よ
う
に
軍
役
、
賦
役
菟
除
の
特

@
 

典
を
得
て
生
業
に
安
ん
ず
る
を
え
た
が
、
既
に
一
六
二
一八
年
に
は
こ
の
税
の
納
付
者
数
は
約
三
千
を
数
え
て
い
た
と
い
う
。
一
六
三
三
年
の
一

般
報
告
で
は
バ
，タ
ヴ
ィ
ア
の
中
園
人
約
二
三

O
O人
中
ニ

0
0
0人
は
月
一
レ
ア
ル
牟
の
居
留
税
を
梯
い
、
熱
心
に
石
を
集
め
、
木
を
伐
り
、

@
 

掘
撃
、
漁
業
、
造
園
、
播
種
、
商
業
に
従
事
し
、
ま
た
ア
ラ
ク
酒
を
製
造
す
る
な
ど
各
種
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
と
あ
る
。
そ
の
後
一
六
三

九
年
に
は
困
難
な
時
期
に
住
民
に
過
大
な
負
携
を
な
さ
し
め
な
い
震
に
来
る
べ
き
三
月
以
降
月
八
分
一
レ
ア
ル
に
減
額
す
べ
し
と
請
願
さ
れ
て

@
 

い
る
。
し
か
し
こ
の
居
住
税
は
そ
の
後
一
六
四
八
年
四
月
二
十
八
日
、

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ラ
イ
ン
穂
督
の
時
に
至
っ
て
漸
く
、

マ
ラ
タ
ム
及
び
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パ
ン
タ
ム
で
は
こ
れ
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
パ
タ
ヴ
ィ
ア
に
中
園
人
を
引
き
つ
け
農
業
(
米
・
甘
煎
〉
に
従
事
せ
し
め
る
た
め
と
稽
し
て
九
月

@
 

一
日
か
ら
従
来
の
月
一
一
日
ア
ル
宇
を
月
宇
レ
ア
ル
に
減
額
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
た
め
に
八
月
末
の
居
住
税
納
付
者
一
三
三
五
名
は
十
二
月
に

@
 

は
三

O
七
七
名
に
増
加
し
、
翌
年
に
は
六
、
七
千
に
も
に
も
達
す
る
で
あ
ろ
う
と
見
込
ま
れ
た
。
こ
の
税
は
一
六
五

O
年
十
一
月
に
至
っ
て
兵

士
が
中
園
人
を
狩
込
む
際
、
不
嘗
な
暴
力
を
行
使
し
て
貧
困
な
中
園
人
の
反
感
を
買
っ
た
潟
、
断
呼
と
し
て
贋
止
さ
れ
た
ら
一
六
五
三
年
七

@
 

月
、
パ
タ
ヴ
ィ
ア
市
防
衛
の
た
め
改
め
て
各
人
に
年
嘗
り
一
レ
ア
ル
の
賦
課
金
を
課
す
こ
と
と
し
一
六
五
七
年
十
二
月
に
は
ま
た
ま
た
バ
ソ
タ

ム
戟
の
失
費
を
補
う
た
め
の
居
住
税
賦
課
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
場
合
、
軍
役
、

警
備
に
従
事
し
な
い
成
年
男
子
は
皆
一
六
五
八

年
一
月
一
日
以
降
月
一
レ
ア
ル
(
四
八
ス
タ
イ
フ
ェ
ル
替
〉
一
時
寄
留
者
は
四
分
一
レ
ア
ル
、
円
九
人
、
療
疾
、
老
人
、
小
見
は
菟
除
)
を
支

@
 

携
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
各
人
は
常
に
税
票
を
所
持
す
べ
き
こ
と
等
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
翌
年
も
成
年
男
子
は
一
ク
ロ

l
γ
(
n
g
g
)
即
ち

@
 

五
分
ノ
四
レ
ア
ル
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
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一
人
嘗
り
.
の
居
住
税
賦
課
額
は
そ
の
後
も
数
次
の
饗
更
を
見
る
が
、
パ
タ
ヴ
ィ
ア
在
住
中
園
人
の
数
が
多
か
円
た
だ
け
に
常
ーに
舎
祉
税
牧
の



一
、
二
割
を
占
め
て
財
政
上
寄
興
し
た
面
も
多
大
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
税
も
一
六
五
八
年
か
ら
は
他
の
税
目
と
同
様
、
改
め
て
公
開
入
札
制

@
 

が
と
ら
れ
、
月
二

O
一
O
レ
ア
ル
の
最
多
を
入
れ
た
者
に
落
札
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
二
六
五
九
年
一
月
一
日
に
は
居
住
税
月
一
九
五

O
ラ
イ

.

，

@

 

ス
ダ
l
ル
デ
レ
(
ラ
イ
タ
ス
ダ
l
ル
デ
ル
は
)
が
請
負
わ
れ
た
が
、
請
負
人
キ
1
コ
百
四
回
向
。
が
逃
亡
し
た
の
で
同
年
三
月
三
十
一
日
カ
ピ
タ
ン
溝

三ハ

O
ス
ト
イ
フ
ェ
ル
』

明
巌
の
家
で
事
務
組
長
ハ
ル
チ
ン
ク
以
下
参
集
の
下
に
四
月
一
日
以
降
の
居
住
税
公
開
入
札
が
行
わ
れ
、
月
賞
り
五

O
Oラ
イ
ク
ス
ダ
l
ル
デ

@
 

ル
減
の
月
一
四
五

O
ラ
イ
ク
ス
ダ
l
ル
デ
ル
で
ース
ッ
ト
セ

ω
0
2
8
b
に
落
札
さ
れ
た
。
翌
一
六
六

O
年
一
月
一
日
の
請
負
で
は
月
一
七

O
Oラ

@
 

イ
ク
ス
ダ

l
ル
デ
ル
と
な
っ
て
い
た
が
、
二
ハ
六
一
年
以
降
の
居
住
税
請
負
を
示
せ
ば
第
四
表
の
如
く
で
あ
る
。
一
六
八
四
年
以
降
は
バ
タ
ヴ

ィ
ア
城
日
誌
が
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
の
で
逐
年
の
朕
況
は
剣
明
し
な
い
が
、
一
六
八
九
年
に
は
毎
月
の
請
負
額
二
ニ
五

O
ラ
イ
ク
ス
ダ
l
ル
‘デ

崎
、
十
数
年
後
の
一
七

O
四
年
の
請
負
額
は
毎
月
一
一
一
九

O
ラ
イ
タ
ス
ダ
l
ル
デ
ル
翌
、
一
七

O
五
年
は
一
一
一
一
四

O
ラ
イ
ク
ス
ダ
l
ル
デ
仰
と
な

デダhJ
 

J
1
 

位
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中園入居住税表

諮 負

1661 中関人 Kinjan 1565 

1662 11 Q(Ku〉injan 1250 

1663 " ー.............. 1295 

1664 " Limssacao 1220 

1665 11 Tsia Kieutse 1260 

1666 " Siacocsia 1250 

1667 11 Tan Inco 1300 

1668 11 Kinjang(h) 1150 

1669 /1 Lim Joncko 1100 I 

1670 I 11 Junio 780 

1671 N Gansignio 840 

1672 11 主旺官(Ouwako) 960 

1673 " 主旺官 880 

1674 11 Quaquinio 920 

1675 " Quaquinio 840 

1676 11 Zoup Say 890 

1677 " Tanjinio 1040 

1678 11 Souwanko 960 

1679 " Tsianko 905 

1680 11 Gankagnio 931 

1681 N Lims'incqu 900 

1682 11 Quesoancko 880 

1683 11 810 

第四表

パタヴイア城日誌により作成。

一日一



り
、
さ
ら
に
一
七
三
七
年
に
は
三
四
五

O
ラ
イ
ヲ
ス
ダ
l
ル
デ
ル
、
一
七
三
入
年
に
は
三
五

O
Oラ
イ
ク
ス
ダ
l
ル
デ
ル
と
飛
躍
的
に
増
加
を

見
て
い
る
ゆ
一
七
四

O
年
の
中
園
人
虐
殺
事
件
は
居
住
税
の
激
減
を
見
た
に
違
い
な
い
が
、
そ
の
後
恢
復
し
て
一
七
八
一
、
八
二
、
八
三
年
の

ジ
ヤ
カ
ト
ヲ
地
直
の
毎
月
は
二
八
九

O
ラ
イ
ク
ス
ダ
l
ル
デ
ル
、
一
七
八
四
年
二
九
四

O
ラ
イ
ク
ス
ダ
l
ル
デ
ル
、
一
七
八
五
年
に
は
二
九
九

@

ド

メ

イ

ン

O
ラ
イ
ク
ス
ダ
l
ル
デ
ル
を
数
与
え
た
。
こ
の
場
合
地
匿
と
は
市
周
謹
の
地
を
も
加
え
た
も
の
な
の
で
直
接
の
比
較
に
は
な
ら
ぬ
か
も
知
ら
ぬ

が
、
郊
外
地
に
伸
び
て
行
っ
た
中
園
)
人
の
賦
況
を
知
り
得
る
と
共
に
一
腰
の
見
嘗
は
つ
け
う
る
で
あ
ろ
う
。

。
賭

博

税

十
七
世
紀
初
期
ア
ジ
ア
方
面
に
旗
行
し
た
ハ

l
パ
l
ト
吋
F

。g
g
国

R
Z
H
H
は
ジ
ャ
ワ
島
パ
ン
タ
ム
の
中
園
人
の
献
況
を
述
べ
て

「
中
園
入
は
口
論
好
き
で
は
な
い
が
、
酒
食
に
溺
れ
、
淫
祭
に
耽
り
、
遊
戯
に
金
銭
を
浪
費
し
、
非
常
な
賭
博
家
で
あ
る
。
そ
し
て
商
買

の
際
、
若
い
商
人
に
と
っ
て
は
極
め
て
油
断
が
な
ら
な
い
。
し
ば
し
ば
般
子
を
弄
ぶ
の
で
全
農
園
や
妻
子
を
失
っ
た
後
も
賭
け
ご
と
を
す

る
。
し
か
し
ユ
ダ
ヤ
人
の
よ
う
に
一
す
の
聞
で
も
こ
こ
か
し
こ
で
落
穏
を
拾
い
、
た
と
え
そ
の
日
の
う
ち
で
は
な
く
と
も
、
市
場
で
多
く

@
 

の
利
盆
を
え
、
損
害
を
取
戻
す
こ
と
が
出
来
る
」

と
、
そ
の
賭
博
好
き
を
俸
え
た
が
、
十
八
世
紀
末
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
を
紹
介
し
た
王
大
海
も
中
園
人
の
賭
博
の
献
況
を
述
べ
て

甲
必
丹
主
之
、
年
納
荷
蘭
税
館
、
征
其
什
一
之
利
、
日
日
演
戯
:
:
:
歳
鵬
無
停
、
所
以
雲
集
諸
賭
博
之
徒
、
燈
龍
大
書
園
課
三
字
、
其
賭
場
之

惟
櫨
皆
書
天
下
最
築
不
如
賭
博
、
或
篤
柴
在
其
中
、
有
巡
賭
者
数
十
人
、
来
往
稽
察
遺
漏
、
雄
父
子
兄
弟
到
其
慮
、
不
得
相
管
東
也
、
巡
賭
者

聞
之
、
立
拘
其
父
兄
、
見
甲
必
丹
則
云
、
数
訓
子
弟
嘗
在
家
中
、
此
庭
園
課
所
閥
、
何
得
、
浮
言
惑
衆
以
範
人
心
、
使
園
課
無
徴
罪
何
可
恕
、

即
有
立
致
国
国
之
綱
、
韮
荒
服
之
圏
、
其
背
謬
如
此
類
者
、
甚
多
不
可
枚
奉
、
録
之
以
博
一
笑
耳
。
(
海
島
逸
志
巻
玉
、
賭
棚
)

69 

父
子
兄
弟
と
錐
も
そ
の
子
弟
が
入
場
し
て
般
子
を
弄
ぶ
の
を
止
め
得
ぬ
禽
祉
公
認
の
賭
場
の
朕
況
を
傍
え
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
在
住
中
園
人
の
賭
博
は
、
二
、
三
の
骸
子
を
用
い
る
ほ
か
、
小
鏡
、
骨
牌
、
ル
ー
レ
ッ
ト
等
の
使
用
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ

と
云
い
、

- 69一
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る。

@
 

ク
l
ン
は
早
く
も

一
六
二

O
年
十
月
二
十
八
日
、
中
園
人
以
外
の
市
民
に
賭
博
を
禁
止
し
た
が
、
一
六
三
四
年
十
一
月
四
日
再
び
禁
令
を
出

し
ゅ
ま
た
中
園
入
に
謝
し
て
は
、
俄
に
こ
れ
を
禁
ず
る
こ
と
が
出
来
ぬ
の
で
、
か
れ
ら
の
居
住
匿
の
合
同
社
の
許
可
し
た
場
所
(
魚
市
場
の
近
く
)

か
つ
日
夜
後
は
街
路
を
閉
鎖
し
、
こ
こ
で
の
賭
博
行
震
を
禁
止
し
た。

で
の
み
開
帳
を
許
し
、

そ
し
て
こ
の
中
園
人
に
許
可
さ
れ
た
賭
博
の
監
督
に
は
、
嘗
初
か
ら
中
園
人
の
有
力
者
が
あ
て
ら
れ
、
カ
ピ
タ
ン
ベ
ン

コ
ン

〔刊紙鴨山岡〕
、
ャ

ン
コ
ン
が
二
ハ
二

O
年
十

一
月

一
日
以
降
六
ヶ
月
、
賭
博
の
監
督
と
し
て
勝
者
か
ら
寺
銭
の
あ
が
り
の
二
割
を

牧
納
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

@
 

た
。
鳴
山
岡
ら
は
賭
博
の
諸
取
締
規
定
を
定
め
、
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
よ
う
努
力
し
た
如
く
で
あ
る
が
、
そ
の
後
一
六
五
七
年
三
月
、
六
三
年

@
 

六
月
と
賭
場
で
の
暴
力
行
痛
を
禁
止
す
る
法
令
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
秩
序
維
持
は
仲
々
困
難
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
舎
祉
に
と

っ
て
こ
れ
に
課
す
賭
博
税
は
、
有
力
な
財
源
で
も
あ
っ
た
。

賭
博
税
は
一
六
五
三
年
、
月
額
一
七
三

O
レ
ア
ル
、
翌
五
四
年
は
同
一
五
六

O
レ
ア
ル
、さ
ら
に
五
五
年
も
一
一三
三

O
レ
ア
ル
と
莫
大
な
額
で

あ
っ
た
。
五
七
年
は
一
寸
減
少
し
て
八
三

O
レ
ア
ル
で
あ
っ
た
が
、

@
 

負
わ
れ
た
。
そ
の
後
一
六
七
一
年
末
に
は
弊
害
あ
り
と
し
て
ダ
イ
ス
賭
博

(Z
3
n
r
4
2
一g
o
p巾

Z
3
2
)の
禁
止
令
が
出
さ
れ
た
が
、
中

一
六
五
九
年
に
は
ま
た
増
加
し
て
一
一

O
Oラ
イ
ク
ス
ダ
l
ル
デ
ル
が
請

- 70ー

園
人
の
好
癖
は
こ
れ
を
遁
ら
し
め
ず
、
秘
か
に
手
慰
み
を
し
、
官
憲
ま
た
こ
れ
を
黙
認
し
て
一
六
七
八
年
に
は
月
六
二
五
ラ
イ
ク
ス
ダ
l
ル
デ

ル
を
牧
仇
す
る
に
及
び
、
迭
に
曾
祉
は
こ
れ
の
再
聞
を
認
め
た
。
財
政
の
面
か
ら
も
賭
場
開
帳
を
阻
止
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
賭
博

税
は
、
税
の
性
質
上
常
に
中
園
人
の
請
負
う
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
。

一
六
八
三
年
以
降
は
パ
タ
ヴ
ィ
ア
城
日
誌
の
未
公
刊
の
た
め
、
逐
年
の

貫
数
が
掴
め
な
い
が
、
後
年
迄
も
重
要
な
税
目
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

一
七

O
四
年
に
は
請
負
額
毎
月
七
九

O
、
一
七

O
五
年
八
五

O
、

@
 

七
年
に
は
ぐ
ん
と
増
え
て
同
二

O
三
O
、
翌
一
七
三
八
年
に
は
一
四

O
Oラ
イ
ク
ス
ダ
!
ル
デ
ル
を
数
え
た
こ
と
で
も
判
明
す
る
。
そ
し
て
約

五
O
年
後
の
一
七
八
四
、
八
五
年
の
ジ
ャ
カ
ト
ラ
地
方
で
は
中
園
人
賭
博
重
税
(
口

E
52
Z
叶

o
Z即
時
己
的
)
毎
月
各
二
四

O
Oラ
イ
ク
ス
ダ

@
 

l
ル
デ
ル
、
賭
博

(
2
5
3
H，
o
z
o〉
各
三

O
O
ラ
イ
ク
ス
ダ
1

ル
デ
ル
を
計
上
し
、

職
閣
入
税
、
青
果
市
場
税
、
中
国
人
居
住
税
に
つ
い

一
七
三



単位ライタス
ダールテツレ

請 負 者

1661 中国人 Joetsie 1190 

1662 11 Soeco 865 

1663 1/ 時使 (Diesay) 750 

1664 。 Taninco Gomok 700 

1665 // Quinio 635 

1666 1/ 時使 (Djesay) 650 

1667 1/ Liot Souko 600 

1668 1/ Limionco 505 

1669 1/ Lim Jonco 560 

1670 1/ Quasixon 570 

1671 // 郭訓喜子 (Honko) 480 

寅施十レズ

1678 

1679 中園人 Tengh Tsico 1100 

1680 11 Quajenio 720 

1681 // Tansiaco 550 

1682 1/ Tsioud Djisay 500 

1683 " 
黄T身a寄m〈Oijkoeko〉， 500 peecqua 

税博賭第五表
千
ラ
イ
タ
ス
ダ

i
ル
デ
ル
を
取
告
し
た
と
い
う
。

同

米
穀
・
砂
糖
入
荷
税

で
大
き
な
額
を
示
し
て
い

パタヴイア城日誌により作成

た
。
舎
祉
末
年
の
一
七
九

八
年
に
は
賭
博
税
は
ワ
ヤ

γ

(
演
戯
)
税
〔
補
註
③
〕

を
含
め
て
全
税
牧
入
の
一

八
%
に
あ
た
り
、
新
設
の

阿
片
吸
飲
税
と
合
せ
る
と

年
間
四
寓
五
千
ラ
イ
ク
ス

ダ
1
ル
デ
ル
に
も
上
司

→ 71ー

た
。
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
中
園

〔
責
綿
公
〕

は
こ
の
う
ち
一
蔦
四
、
五

人
カ
ピ
タ
ン

東
イ
ン
ド
舎
祉
は
、
渡
来
の
嘗
初
か
ら
香
料
諸
島
方
面
そ
の
他
で
の
消
費
に
充
て
る
た
め
、
ジ
ャ
ワ
の
米
を
必
要
と
し
た
が
、

ス
ル
タ
ン
・
ア
グ
ン
は
そ
の
職
出
を
峻
拒
し
つ
づ
け
て
い
た
の
で
、
禽
祉
の
悩
の
種
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
六
四
一
年
、
ジ
ャ
ワ
米
の
主
要
市

場
で
あ
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
マ
ラ
ッ
カ
を
舎
祉
が
攻
略
す
る
に
及
ん
で
、
ス
ル
タ
ン
・
ア
グ
ン
の
政
策
は
饗
化
を
徐
儀
な
く
さ
れ
た
。
特
に
舎

祉
が
か
れ
の
死
後
、
そ
の
子
ア
マ
ン
ク
ラ
ザ
ト
一
世
と
一
六
四
六
年
九
月
結
ん
だ
和
親
保
一約
に
よ
っ
て
米
の
供
給
は
自
由
と
な
り
喝
さ
ら
に
一

71 

マ
タ
ラ
ム
王
i
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車位ライクスダールデル

年次 砂糖入荷税(糖出入口〉

| 請 負 者一一上旦重一

砂糖入荷税表米穀表
ム

ノ、第

|月額

600 Quaquin 中810 Kinnejangh 中1670 

680 Tangh-Inil 1/ 930 Quaninio " 1671 

550 Quaquininio " 910 Tingsiqua // 1672 

450 李組専 (Litsouko)1/ 900 Limsaqua 1/ 1673 

530 

490 

林時使 (Limjizay)

Ong Honko (王五寄カ〉

玉五寄 (Ongouko)

1/ 

" 

920 

1010 

Antony Adriaens 

Samuel Jansz 解

1674 

1675 

580 H 1130 Carel J anssen 1676 

30{)l Zuko 1/ 1100 Daniel Nicolaessen 解1677 

28(J 寄五王960 Tansiako 中1678 

230， 李組喜子1/ 1080 Daniel Nicola巴s解1679 

250' 
Hans Kell van 

Anderragh 980 Joost Jansz 1/ 1680 

27a 寄五王中1120 Louys Michielse 1/ 1681 

310 Thesmio 1/ 1030 Tsoan Teng巴lauw中1682 

落札サレズ，希望額ハ2701030 Tsoa Tengelauw 1/ 1683 

六
五
二
年
に
は
ヤ
パ
ラ
か
ら
米
の
入
手
も
可
能
に
な

っ
た
。
そ
の
後
ま
た
ト
ル
ノ
・
ジ
ヨ
ヨ
の
範
に
際
し

〔備考〕中は中国人，解は解放奴隷を示す。パタヴイア城日誌により作成。

て
、
曾
祉
は
マ
タ
ラ
ム
を
援
助
し
、

ま
さ
に
玉
城
を

逃
亡
せ
ん
と
す
る
寸
前
の
ア
マ
ン
ク
ラ
ッ
ト
一
世
と

一
六
七
六
年
新
な
篠
約
を
結
ぶ
の
に
成
功
し
た
。
こ

の
際
マ
タ
ラ
ム
王
は
年
々
四

O
O
Oラ
ス
ト
(
ト
一
口

コ
ヤ

γ
、
土
地
に
よ
り
若
干
的
4
4
3
の
米
を
バ
タ
ヴ
ィ
ア

が
あ
る
が
標
準
は
三

0
ピ
コ
ノ
」

に
時
債
で
提
供
し
、
ま
た
戟
費
負
捨
金
と
し
て
現
金

二
五
蔦
ス
ペ
イ
ン
・
レ
ア
ル
及
び
三

.
0
0
0ラ
ス
ト

-72ー

す
る
等
の
{~ 
項
カ-;
β、
白

ま
れ
て
い@七
た九
。の

の年
篠問
項に
は分
一納

の
米
を
一
六
七
七
、
七
八
、

六
七
七
年
十
月
、
新
王
ア
マ
ン
グ
ラ
ッ
ト
二
世
に
よ

っ
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
情
況
の
下
に
パ
タ
ヴ
ィ
ア
に
は
一
六

七

O
年
頃
か
ら
米
穀
入
荷
の
請
負
が
開
始
さ
れ
、
十

八
世
紀
に
入
る
と
か
な
り
重
要
な
税
目
と
な
っ
て
い

一
七

O
四
年
に
は
毎
月
嘗
り
一
二

0
0、

O
五
年
、
三
二

O
、
一
七
三
七
年
、
二
六
六

O
、

一
七
三
八
年
、
二
九
五

O
ラ
イ
ク
ス
ダ

l
ル
デ
ル
を

た

七



教
え
た
ら
禽
祉
末
期
の
一
七
入
一
、
八
二
、
八
三
年
に
は
同
じ
く
一
入
四

O
、

@
 

ラ
イ
ク
ス
ダ
l
ル
デ
ル
と
な
っ
て
い
た
。

煎
作
並
に
糖
業
も
ま
た
パ
タ
ヴ
ィ
ア
在
住
中
園
人
の
早
く
か
ら
聖
断
す
る
と
こ
ろ
で
、

一
六
三
七
年
に
は
商
人
ヤ
ン
コ

γ
が
栽
培
上
十
年
間
克
税
の
特
権
を
興
え
ら
れ
て
い
弘

一
七
八
四
年
に
は
一
九
六

O
、

一
七
八
五
年
に
は
一
六
七

O

一
六
三
六
年
頃
に
は
市
の
周
漣
で
こ
れ
を
行
い
、
一
翌

し
か
し
憂
湾
の
喪
失
(
一
六
六
二
〉
後
、
一
時
好
撃

の
見
え
た
パ
タ
ヴ
ィ
ア
糖
業
も
、
ト
ル
ノ
ジ
ヨ
ヨ
の
観
が
卒
定
し
た
一
六
八

O
年
頃
に
な
る
と
若
干
衰
退
の
徴
が
見
え
は
じ
め
、
中
心
は
漸
次

中
、
東
部
ジ
ャ
ワ
に
移
動
す
る
。
十
七
、
八
世
紀
パ
タ
ヴ
ィ
ア
糖
業
と
中
園
人
の
問
題
に
つ
い
て
は
長
岡
新
治
郎
氏
の
論
ね
が
あ
る
の
で
、
こ

こ
に
は
一
六
七

O
年
頃
か
ら
開
始
さ
れ
た
砂
糖
職
入
の
請
負
制
の
統
計
の
み
を
掲
げ
て
お
く
。
(
第
六
表
参
照
〉

...... s、、

最
後
に
パ
タ
ヴ
ィ
ア
で
の
徴
税
請
負
が
、
ど
の
程
度
曾
祉
の
財
政
に
寄
興
し
た
か
を
大
雑
把
に
眺
め
て
見
る
。
い
う
迄
も
な
〈
嘗
時
、
商
事

曾
祉
と
し
て
要
求
さ
れ
た
第
一
の
も
の
は
利
潤
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
場
合
現
地
の
経
費
は
出
来
る
限
り
そ
の
地
で
補
う
と
い
う
こ
と
が
要
請
さ

れ
た
一
。
各
地
の
商
館
は
能
う
限
り
出
る
を
押
え
反
劃
に
牧
入
の
増
加
を
計
っ
て
そ
の
商
館
の
健
全
経
営
を
圃
っ
た
。
し
か
る
に
こ
の
場
合
、
パ

タ
ヴ
ィ
ア
は
東
イ
ン
ド
曾
社
一
の
東

E
に
お
け
る
接
結
で
あ
っ
た
の
で
、
他
所
と
は
若
干
異
な
り
十
七
世
紀
雷
初
か
ら
城
塞
、
市
街
地
に
お
け
る

大
巾
な
施
設
の
整
備
撰
張
に
追
わ
れ
て
、
貿
易
、
諸
税
等
で
か
な
り
の
利
盆
を
あ
げ
て
も
、
商
館
の
経
営
と
し
て
は
概
し
て
赤
字
績
き
で
あ
っ

た
。
〈
第
七
表
参
照
)
こ

η
表
か
ら
は
関
税
、
諸
税
政
入
の
割
合
が
創
刊
現
せ
ぬ
が
、
南
者
合
せ
た
額
は
十
七
世
紀
中
葉
頃
は
大
睡
三

O
高
フ
ロ

リ
ン
内
外
で
、
ほ
ぼ
諸
支
出
の
四
分
一
を
カ
バ
ー
す
る
額
で
あ
り
、
禽
祉
に
と
っ
て
重
要
な
牧
入
源
で
あ
っ
た
こ
と
は
断
言
で
き
る
。
徴
税
に

従
事
し
た
バ
タ
ヴ
ィ
ア
在
住
中
園
人
は
、
そ
の
意
味
で
も
曾
祉
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
で
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
詳

細
な
内
容
の
分
析
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
一
腹
十
年
毎
の
数
字
を
掲
げ
て
後
考
を
侯
つ
こ
と
に
す
る
。

73 
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第七表 パタヴィア l投支表 理位フルデン

て二二J年 次|……|……コ | 一寸
I lbZ~-lO初 I 1640-1641 I 1651-1652 I 1661-16凶 I1671ー1672項目 ---------J-_ -_ -_ -(1)1… ~V~(2lI ~VV~ wV(3)1 'vv， ，vv(4)1 'v' ~ 'v， (5) 

通常経 費

社員給興

食費手 嘗

支梯利子

病院

船舶儀袋

築城費

禽枇厩 舎

進物 費

lm11 にri281205: 0: 11322052: 6:-1365370: 3: 2/475292:13:141424237:14:12 

I 183151: 15: 15! 156391: 19: 51 I 173973: 10: 6 

I I I附ベ |ぶ;
13幻2幻217口76伺8:4ι:1川0144ω08別14ル:7わ:初叫1ω削O釧|け33ωOω側6か:14:-!1Oω 214:16: 71866595:18: 2 

iw:汁 1476ーい棚:叶ぉ… 6lm161
I 11861:18: 4 

日昨 9. 41 I 15279:15:101 

工作 場 I

パFヴィア撃仰資

事t 出 費

支 出 言十

商品 l段入

波 枚 ロロロョ

関税，諸税牧入

贈奥品換算

牧 入 E十

差 ヲl

I I  21…I 116896… 
!1075788: 7: 21960783:咋 {12…叶9342回:M4178095J
[4 叩 : 川 761986: 5:13[717 臼5: 日: 9 ( 1 1 7 9m  : 1ト:-1一-110い陥110667ωm附附0ω附附6“66712:
12:~仰ωω…0ω飢9引1:江川川10昨川川OかU川:寸:11 …:1 伽一 | 
241148: 3: 6創I279868: 11 :到 278239:2: 21325108:14: 81498805: 2: 8 

i | ω附蜘似:一:61 311: 叫 11口118昨8

lト71胤附6伺側8加Oω昨2:リ1:イ21叩 … い87わ川…:寸3
|f戸(冨豆忍誌μ恥iふいいん9鰯跡…筋此山:6ベ:01 9… : 似623…:寸札油11昨山1:5イイ5イf仏IC忍誌ゐ671:…|(z弘いいいい:屯明1ω昨削99:ヴ7 

〔備考〕曾計年度ハ 9月1日ニ始リ， 8月末日エ終ノレ。(ー〕ハ損失ヲ示スn

(1) Coolhaas， Indisch Verslag. p.169. (2) Coolhaas， Generale Missiven， vol. 2. p.150. 
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十
七
・
八
世
紀
パ
タ
ピ
ヤ
糖
業
と
華
僑
、
南
方
史
研
究
、
二
、
一
九
六

O
年
、
二
一
二

l
一
五
六
ペ
ー
ジ

補
註
①
こ
の
一
般
課
税
が
、
元
旦
に
中
園
人
カ
ピ
タ
ン
の
邸
宅
で
、
総
督
な
ら

び
に
関
係
高
官
列
席
の
下
に
行
わ
れ
る
慣
習
は
、
木
文
で
も
記
L
た
よ
う

に
一
六
一
二
七
年
頃
か
ら
判
然
と
し
、
恒
例
化
が
認
め
ら
れ
る
が
、
二
ハ
五

二
年
か
ら
は
こ
れ
が
パ
タ
ヴ
ィ
ア
域
内
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
改
め
ら
れ

た
。
郎
ち
一
六
五
一
年
十
二
月
二
十
七
日
の
パ
タ
ヴ
ィ
ア
城
決
議
で
、
古

い
習
慣
に
従
い
、
年
々
元
旦
に
中
園
人
カ
ピ
タ
γ
の
邸
宅
で
行
っ
て
い
た

一
般
課
税
は
、
爾
後
即
ち
明
年
元
旦
よ
り
城
内
で
行
い
、
し
か
し
て
す
べ

て
の
課
税
は
公
開
の
入
札
で
最
多
を
申
し
出
た
者
に
徴
税
機
を
奥
え
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
た
。

「
関
昭
歴
代
史
記
」
一
六
八
七
年
の
僚
に
、
毎
年
和

十
二
月
品
川
目
、
在
土
庫
内
叫
寅
承
税
と
記
し
て
い
る
の
は
、
少
し
く
不
正

確
で
あ
る
。
な
お
こ
の
公
開
入
札
の
方
法
に
つ
い
て
は
憂
鴻
の
事
例
な
が

ら
黄
叔
敬
、
藍
海
使
鐙
録
、
谷
八
、
番
俗
雑
記
の
記
事
が
参
考
に
な
る
。

ま
た
入
札
の
場
所
が
域
内
(
総
督
邸
前
の
大
前
堂
で
行
わ
れ
た
)
に
移

さ
れ
た
こ
と
は
原
則
的
で
、
年
間
中
の
嬰
更
な
ど
の
場
合
は
、
例
え
ば

一
六
五
九
年
三
月
三
十
一
日
の
人
頭
税
、
請
負
者
援
更
(
本
論
文
一
七
ペ

ー
ジ
参
照
〉
、
或
は
一
六
七
六
年
一
一
一
月
三
十
日
、
シ
リ
l
園
請
負
愛
更
を

中
園
人
カ
ピ
タ
ソ
顔
二
官
の
寡
婦
(
パ
リ
i
婦
〉
の
家
で
行
っ
た
り

(
り
お
ゲ
目
剛
山
お
5
5
H
w
回
国

H
S
F
5
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H
M
-
m
叶
)
、
一
六
七
八
年
八
月
三
十

一
日
カ
ピ
タ
ソ
奈
換
玉
の
邸
宅
で
ホ
ウ
ベ
コ
l
E
O
E
宮
r
o
に
衝
量
の
請

負
愛
更
を
認
め
た
よ
う
に
(
ロおyaHN巾
m
u
z
♂
切
主
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依
然
と
し
て
カ
ピ
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で
行
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れ
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い
た
(
固
定
江
口
F
W
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o
巴
ロ
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関
口
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"
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②
後
年
こ
の
中
園
入
居
住
税
の
徴
枚
に
は
中
園
人
カ
ピ
タ
γ
が
闘
興
し
た

が
、
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
吠

況
を
述
べ
た
フ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
も
、
中
園
人
カ
ピ
タ
ン
の
邸
前
に
は
、
毎

月
一
目
、
高
い
棒
に
赤
自
の
大
き
な
旗
が
掲
揚
さ
れ
(
た
め
に
バ
タ
ヴ
ィ

ア
華
僑
は
一
日
の
こ
と
を
掲
旗
日
と
い
う
〉
在
住
中
園
人
は
出
頭
し
て
居

住
稔
と
し
て
各
人
三
十
八
ス
ト
イ
フ
ェ
ル
、
タ
ル
タ
l
ル
人
(
満
洲
人
〉
は

同
じ
く
一
フ
ロ
リ
γ
(
二
十
ス
ト
イ
フ
ェ
ル
)
を
梯
い
、
軍
役
、
警
備
菟
除

一78一



の
植
を
得
た
と
あ
る
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曲
目
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「
開
昭
歴
代
史
紀
」
に
よ
る
と
、
一
六
一
一
一
一
一
年
ヘ
ン
ド
リ
ッ
夕
、
ブ
ル
ー

ヮ
ー
が
線
督
就
任
の
時
、
カ
ピ
タ
ン
潜
明
岩
(
巌
〉
は
ラ
イ
テ
ナ
ン
ト

ハ
雷
珍
蘭
)
、
ゾ
ル
ダ
l
ト
(
達
氏
)
を
立
て
ん
こ
と
を
願
い
、
ま
た
甲

大
居
唐
人
之
長
、
請
竪
立
旗
粁
一
枝
子
大
門
外
如
和
人
、
毎
月
初
一
日
陸

旗
一
次
、
凡
麿
税
銀
利
、
倶
漆
升
旗
後
取
討
・
:
と
あ
る
。
ブ
ル
l
ワ
l
は

下
僚
と
商
議
し
て
郭
訓
掴
慨
を
ラ
イ
テ
ナ
ン
ト
、
林
連
観
を
ゾ
ル
タ
l
ト
と

‘
な
し
、
甲
大
門
前
聾
一
旗
杯
、
照
和
人
毎
月
朔
日
升
旗
一
次
矯
披
、
と
い

う
。
(
南
洋
畢
報
、
九
ノ
一
、
二
十
八
ペ
ー
ジ
)
。
し
か
し
オ
ラ
ン
ダ
側

記
録
に
よ
る
と
潜
明
巌
の
カ
ピ
タ
ン
就
任
は
一
六
四
五
年
三
月
の
こ
と

で
、
ま
た
ラ
イ
テ
ナ
ン
ト
の
新
設
は
一
六
七
八
年
林
時
使
の
時
で
あ
り
、

郭
訓
観
は
一
七

O
五
年
九
代
目
の
ラ
イ
テ
ナ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
「
関
阻
歴

代
史
紀
」
の
年
代
記
述
は
い
ず
れ
も
正
し
く
な
い
。
(
円
四
・
出
0
0
巴

E
F

ハ
U
E口町冊一回ロ押凶作
O
自
己
旬
開
口
お
回
目
件
当
日
同
O
ロ
仏
叩
門
会
w

わ
D
自
唱
曲
関
口
日
開
・
切
開
H

・

a-E・
g
-
g〉
し
か
し
毎
月
初
に
カ
ピ
タ
ン
邸
前
に
旗
を
立
て
る
こ

と
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
吻
合
す
る
。
こ
れ
が
何
時
頃
か
ら

始
ま
っ
た
か
は
、
正
確
な
期
日
の
確
認
が
で
き
な
く
て
、
詳
細
不
明
で
あ

る
が
、
恐
ら
く
フ
ァ
レ

γ
タ
イ
ン
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
滞
留
し
た
十
七
世

紀
末
か
ら
十
八
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
な
お
ま
た
本

文
十
五
|
六
ペ
ー
ジ
に
-
記
し
た
毎
月
腹
帯
十
九
紡
照
身
票
、
子
竪
旗
粁
後
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と
は
十
九
紡
を
納
め
て
居
住
登
録
を
お
h

」
な
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
紡
は
角
と
同
じ
く
二
ス
ト
イ
フ
ェ
ル
ハ
ド
ツ
ベ
ル
チ
エ
〉
に

あ
た
る
か
ら
、
十
九
鈷
は
三
十
八
ス
ト
イ
フ
ェ
ル
と
な
り
、
前
記
フ
ァ
レ

ン
タ
イ
ン
の
記
述
と
一
部
分
一
致
す
る
。
但
し
「
開
昭
歴
代
史
紀
」
で
は

二
ハ
一
二
五
年
の
僚
の
記
述
で
あ
る
が
、
フ
ァ
レ
ン
タ
イ
γ
は
明
人
(
漢
〉

と
満
州
人
と
臨
別
し
て
い
て
、
、
明
ら
か
に
十
七
世
紀
末
の
欣
況
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
て
、
同
一
期
の
こ
と
を
徳
島
え
た
も
の
と
は
思
え
な
い
。

③
フ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
は
「
中
園
人
は
ジ
ヤ
ン
ク
船
や
ワ
ン
カ
ン
船
等
で
船

放
を
す
る
前
に
は
、
よ
く
や
園
劇
(
悲
劇
、
喜
劇
〉
の
上
演
を
お
こ
な

う。

バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
は
一
同
に
約
百
ラ
イ
タ
ス
・
ダ
1
ル
デ
ル
を
要
す
る

が
、
そ
の
際
法
律
執
行
官
は
六
ラ
イ
タ
ス

・
ダ
l
ル
デ
ル
を
取
得
し
て
こ

れ
の
上
演
を
許
可
す
る
。
中
園
人
は
そ
の
他
、
土
地
一
酬
を
紀
る
時
と
か
、

死
者
の
祭
紀
の
際
に
も
こ
れ
を
行
い
、
年
間
約
三
1

四
蔦
ラ
イ
ク
ス
・
ダ

!
ル
デ
ル
を
消
費
す
る
」
(
市
吉
田
〉
と
述
べ
て
い
る
。
〈
〈
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】
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ロ
句
号
五
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M
-
N
臼〉・

〔
追
記
〕

本
稿
は
一
年
前
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
嘗
時
時
聞
の
制
約
が
あ
っ

て
通
行
税
、
市
場
税
等
の
一
々
に
つ
い
て
は
論
述
す
る
を
得
な
か
っ
た
。

い
ま
改
め
て
校
正
に
際
し
不
備
補
正
を
要
す
る
黙
の
多
々
あ
る
こ
と
を
震

見
し
た
が
、
敢
て
大
き
な
筆
を
加
え
ず
、
す
べ
て
を
次
の
改
稿
の
機
に
譲

る

こ

と

に

し

た

。
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